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丹生ダム建設事業の概要
関⻄・吉野川⽀社

高時川
流域面積：約212㎞２

流路延長：約48.4㎞
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集水面積：約93㎞２

高
時
川

余呉湖

丹生ダム集水域

丹生ダム

琵 琶 湖

姉川

余呉町

姉川ダム

長浜市

杉野川

0 5km

N

国土地理院発行 1/200,000 地勢図（岐阜県）に加筆

【事業実施計画の廃止：平成29年3月31日 認可】
〇事業の廃止までに要する費用の概算額

約617億円(事業の廃止に伴い追加的に必要となる費用約40億円を含む)
〇事業廃止に伴い追加的に必要となる費用の主な内容

工事で損傷した道路の原形復旧・機能回復
工事用仮設道路や調査施設等の撤去
追加工事実施のための測量設計
事業用地保全など

【事業実施計画：平成14年2月7日 第1回変更認可】
〇場 所

滋賀県長浜市（淀川水系高時川）
〇目 的

洪水調節（姉川・高時川の洪水調節）
流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給を含む）
水道用水の供給
（大阪府、京都府、阪神水道企業団：最大3.23m３/s）

〇諸 元 ロックフィルダム
高さ145m 総貯水容量15,000万m3

〇工 期 昭和55年～平成22年度
○事業に要する費用の概算額 約1,100億円

なお、事業の廃止までに要する費用の額については、事業の廃止に伴い
追加的に必要となる工事が完了する令和9年3月31日をもって精算し確定す
る予定である。
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丹生ダム建設事業の経緯
関⻄・吉野川⽀社

昭和43年10月 予備調査を開始
昭和55年 4月 実施計画調査着手
昭和63年 4月 建設事業着手（建設省）

平成 6年 3月 事業実施方針の指示、事業実施計画の認可
平成 6年 4月 水資源開発公団（現水資源機構）へ事業承継
平成 8年12月 水没家屋等移転完了
平成14年 2月 事業実施計画（変更）の認可（事業工期を平成12年度から平成22年度へ変更）
平成19年 8月 淀川水系河川整備基本方針策定
平成21年 3月 淀川水系河川整備計画策定
平成21年 4月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更

平成21年12月 「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」における新たな評価基準により検証を行うダムとして位置づけられる
平成22年 9月 国土交通大臣より、ダム事業の検証に関する検討の指示
平成23年 1月 丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第１回幹事会）
平成24年 8月 丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第２回幹事会）
平成25年 3月 丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第３回幹事会）
平成25年 9月 丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第４回幹事会）
平成26年 1月 丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第１回検討の場、第５回幹事会）
平成28年 6月 事業評価監視委員会（対応方針（案）原案どおり「中止」が妥当であると判断）
平成28年 7月 今後の治水対策のあり方に関する有識者会議

国土交通省が丹生ダム建設事業の「中止」とする対応方針を決定

平成28年10月 丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備協議会を設立(H28.10.27)
平成29年 3月 事業実施計画廃止認可（H29.3.31）事業費：約617億円（事業の廃止に伴い追加的に必要となる費用約40億円含む。）

（なお、事業の廃止までに要する費用の額については、事業の廃止に伴い追加的に必要となる工事が完了する
令和9年3月31日をもって精算し確定する予定。）

平成29年 4月 丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備実施計画（平成29年4月版）を作成(H29.4.18)【以降、毎年度実施計画作成】
令和 2年 5月 ダムの目的に関する代替事業、ダム中止に伴う措置、地域振興などの対応方針を五者※で合意(R2.5.25)
令和 4年 5月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更（事業実施計画の廃止に伴い追加的に必要となる工事は水資源機構で実施）

※丹生ダム対策委員会,長浜市,滋賀県,近畿地方整備局,水資源機構
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丹生ダム建設事業の廃止に伴う整備について
関⻄・吉野川⽀社

〇事業の廃止に伴う主な整備内容
約４０億円

（事業の廃止に伴い追加的に必要となる工事が完了する令和9年3月31日をもって精算し確定する予定）
・工事で損傷した道路の原形復旧・機能回復
・工事用仮設備や調査施設等の撤去
・追加工事実施のための測量設計
・事業用地保全（事業用地内の落石・倒木の処理及び冬期の除雪等）など
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丹生ダム建設事業の廃止に伴う整備工程
関⻄・吉野川⽀社

主な事業の進捗の見込み
・令和8年度までに事業中止に伴い追加的に必要となる工事の完了を目指す
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事業費の執行状況（令和７年３月末時点）
関⻄・吉野川⽀社

１）令和６年度の実施内容

２）令和７年度の実施内容

令和６年度 事業費 約４．５億円

事業廃止に伴う現県道の機能回復

工事等を実施。

令和６年度迄の執行済み額 約６０９億円

０

令和７年度事業費：約４億円

事業費：約６１７億円
追加的事業費：約４０億円

事業廃止に伴う現県道の機能回復

工事等を実施。

令和７年度 事業費 約４．３億円

機能回復工事（路肩の機能回復）イメージ

残事業費約４億円
S55 H29 R8

路肩復旧

県道

施工前（11.1k+60） 施工後（11.1k+60）
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工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備
関⻄・吉野川⽀社

令和６年度実施、令和７年度実施予定

道路整備工事実施状況

（令和4年8月豪雨による被災箇所は、別途災害復旧費（補助金）により実施。）

・滋賀県の拡幅工事（水機構が滋賀県より施工受託）と併せ道路原形復旧を実施。
・尾羽梨工区の道路整備については、R５年度に約２．１kmが完成。
・針川～中河内工区の道路整備については、災害復旧工事等で対応予定。
・工事用道路２号線及び斜面対策工事を令和７年度も引き続き実施予定（詳細は次頁以降）。

集落跡地整備箇所

令和６年度実施、令和７年度実施予定箇所

６工区斜面対策工事

工事用道路２号線
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工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備
（工事用道路２号線） 関⻄・吉野川⽀社

・R６年度 本設橋の取り付け部の施工を実施、仮設橋の撤去及び左岸の護岸工が完了。
・R７年度 県道取り付け部及び右岸の護岸工等の施工を行い完了予定。

凡例
： Ｒ６年度
： Ｒ７年度

R6/11/14_撮影

左岸護岸工

右岸護岸工

県道取り付け部

本設橋取り付け部
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工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備
（斜面対策工事） 関⻄・吉野川⽀社

R6/11/14_撮影
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－凡例－

県道中河内木之本線６工区斜面対策工事

工事内容
・法面工（モルタル吹付） １式
・落石防止網工 １式
・落石防護柵工 １式
・迂回路（仮設） １式

※落石防護柵工イメージ

支柱設置状況_（R6/12/11_撮影）

・R６年度は迂回路工事、伐採工及び落石防護柵工を実施。
・R７年度は、落石防護柵工、法面工（モルタル吹付）及び落石防止網工を実施し完了予定。
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事業におけるコスト縮減
関⻄・吉野川⽀社

事業中止に伴い追加的に必要となる工事において、コスト縮減を意識した事業監理に努めている。

【船舶及機械器具費ー電気通信設備保守費用の見直し】
・旧建設事務所から滋賀県木之本合同庁舎内の仮事務所への移転に伴い多重無線回線を廃止し既設の光回線
での接続に切り替えた。これにより多重無線装置にかかる保守費用のコストを縮減。

〇電気通信設備保守費用の見直し 約50万円/年 × 4年(R5～8) ＝ 約200万円 削減

通信用直流電源装置多重無線装置空中線多重無線装置

多重無線装置廃止

多重無線回線の廃止

光回線（既設）

凡例 ○：事務所等 △：中継所
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